
   

 

 
■６月定例県議会閉会 

 7月6日の閉会日には国の第2次補正予算に呼応した1,122

億円の追加を含めた 6 月補正予算総額 1,165 億円ほか、一宮市

の中核市指定など上程された全ての議案を可決・同意しました。 

また、ICT を活用した学校教育の円滑な推進及び新型コロナ

ウイルス感染症の影響による自殺対策の強化(共に新政あいち提

案)、テレワークのさらなる導入促進及びインターネット上の誹

謗中傷の抑止と被害者救済(同自民)、高齢者介護における新しい

生活様式への対応及び NPO への支援の充実 (同公明) について 

の意見書を採択し国へ送致し、100 万人リコールの高須氏からの請願「大村秀章愛知県知事不信任決議」

については賛成少数で否決しました。追加提案された補正予算の概要は以下の通りです。 

１．感染症拡大防止や医療面での対策 

 感染拡大防止に向けた施策や医療提供体制の更なる強化、福祉サービス

提供体制の確保への取組を実施 

・新型コロナウイルス感染症対策重点医療機関の空床対応等に 270 億円 

・医療機関等の院内感染防止対策や診療体制の確保支援 218 億円 

 2 次救急医療機関等に設備整備費の支援や 2000 万円～の支援金などに 77

億円、感染拡大防止対策等の経費補助として上限：病院 200 万円・診療所(医

科・歯科)有床 200 万円無床 100 万円や薬局等 70 万円などに 141 億円 

・児童福祉施設の新型コロナウイルス感染症対策を推進 23 億円 

保育所、放課後児童クラブ等の衛生用品の購入や感染症防止対策等に関する相談窓口を設置する市町村を支援 

・介護・障害福祉サービス分野の感染症対策を推進 129 億円 

介護職員の不足に応援職員派遣体制の構築、ケアマネや相談支援専門員の訪問等の経費支援、衛生用品の購入  
・新型コロナウイルス感染症に対する不安を抱えた妊産婦を支援 4 億円 

希望者に分娩前の PCR 検査等の経費支援(上限 2 万円)、感染した妊産婦に対し保健師等による退院後の支援 

・医療機関や社会福祉施設の職員に慰労金交付(1 人 5～20 万円)363 億円 

２．県民生活への対策 

 県民生活への影響を最小限に抑える各種対策を実施 

・ひとり親家庭へ臨時特別給付金を支給 3 億円 

1 世帯当たり 5 万円・第 2 子以降 1 人毎 3 万円加算、収入大幅減 5 万円加算 

・学校における児童生徒の学びの保障 15 億円 

非常勤講師を追加配置、学習指導員を配置する市町村を支援、スクール・サポ

ート・スタッフを追加配置する市町村を支援、県立学校教育活動再開事業 

・私立学校の学習指導員の配置等を支援 1 億円 

・オンライン学習の高校生等に奨学給付金(低所得世帯 1 人 1 万円)2 億円 

・部活動全国大会の代替大会開催支援(1 競技上限 50 万円)0.15 億円  
３．経済対策  

経済活動への影響を最小限に抑えると共に経済回復への支援策を展開 

・新型コロナウイルス感染症対応資金を拡充 34 億円 

実質無利子・無担保・保証料ゼロの融資限度を 3000万円➡4000 万円に、融資

枠 4000 億円➡1 兆円に引上げ(外に債務負担行為 406 億円) 
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中小企業総合相談窓口  

(平日 AM8:45～PM5:30) 
 中小企業金融・給付金相談窓口  

●経済産業省の持続化給付金(上限法
人 200 万円、個人 100 万円)など 

●新型コロナウイルス日別感染者数 

【7/5 現在】 
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■県民環境委員会質問  
委員会ではトリエンナーレについ

てヴェネツィアビエンナーレの歴史

的意義と文化芸術振興条例等への

位置付けについて要望しました。 

また、コロナ関連では 4月 16日の

休業要請と同時に開設した県民相

談総合窓口(コールセンター)につい

て質問しました。センターにはこれま

でに約 3 万 3 千件の問い合わせが

あり電話によるものが8割、メールは

2 割、開設直後には電話・メールとも

問い合わせが殺到し回線の増設等

で対応したとの事で、初期対応の重

要性とメールへの対応が課題です。

センターは県・市協力金の申請受付

の終了の 6 月末で終了となります。 

帰国者・接触者相談センター  
一宮保健所０５８６－７２－１６９９ 
(一般相談 ０５８６－７２－０３２１) 
 

危険領域 
(レッドーゾーン) 

新規感染者数 
(過去 7 日間の平均) 

２０人等 
 

 

The st 
Ｃｅｎｔｕry 

●今年度の新たな議席は後ろから 2 列目の一番左端 72 番です 

座席はそのままですが扉は開放しています➡ 



 

若者の就職支援等による経済的安定や子育て支援等の充実、女性の活躍促進や働き方改革の推進により、若

い世代が希望を持って働き、暮らし、安心して結婚・出産・子育てができる環境をつくる。●数値目標：合計特殊

出生率1.8(2030年)、女性(25～44歳)の労働力率76.1％以上など3項目 重要業績評価指標(KPI)28項目 

(1)若者の経済的安定  就職支援講座修了者の就職決定数などKPI 4 

・「キャリア教育ノート」の活用など体系的・系統的なキャリア教育の推進、ヤング・ジョブ・あいちで愛知

労働局と連携した若者の総合的な就労支援、就職氷河期世代(30代半ばから40代半ば)の活躍支援 

(2)結婚・出産・子育て支援  子ども食堂の数などKPI 14 

・結婚サポートの充実、妊娠・出産支援、周産期医療体制の充実等、はぐみんデー(毎月19日)など子ども・子

育て支援、子どもの貧困対策、待機児童解消、放課後児童対策の充実、子育て世帯の経済的負担の軽減 

(3)女性の活躍促進  KPI 6 

・女性の活躍に向けた機運醸成、再就職や起業への支援、働きやすい環境づくりの推進 

 (4)ワーク・ライフ・バランスの推進  働き方改革サポートセミナー等の参加者などKPI 4 

・仕事と生活の調和に取り組む企業の拡大、テレワーク導入促進など働き方改革の推進 

 

「人生 100 年時代」と言われる中、医療・介護・福祉の充実に加えて労働や地域活動への参加を促進することで、年

齢、障害の有無、国籍に関わらず誰もが生涯にわたって活躍できる社会を実現する。 

●数値目標：健康寿命全国1位(2022年：男性75年以上、女性80年以上)など2項目 重要業績評価指標(KPI)20項目 

(1)健康長寿の推進、医療・介護・福祉の充実  健康宣言の実施事業所数、認知症サポーター養成数などKPI 6 

・企業等における健康経営の促進など健康づくり支援、地域医療の確保、包括ケアシステムの構築 

(2)全員活躍社会づくり  KPI 6 

・就労と生きがいの一体的支援やモデル事業など高齢者の就労社会

参加、社会人の学び直し・特別支援学校の就労支援や障害者支援 

(3)外国人が働きやすく、暮らしやすい環境づくり  KPI2 

・人手不足、農業・介護分野など労働環境、外国人材の早期適応研

修モデルなど生活環境、日本語学習・日本語教育など多文化共生 

(4)総合的な防災・減災対策の推進  KPI2 

・強靭な県土づくり、地域防災の担い手確保などハード・ソフト面での総合的な防災・減災対策の推進 

(5)安心して暮らせる地域社会の実現  KPI 3 (6)行政とNPO等との連携・協働  KPI 1  

 

人口減少地域における「関係人口」の拡大による人口維持・増加を図る。また、経済・社会・

環境が調和した持続可能な社会をつくるためＳＤＧｓの理念を踏まえた様々な取組を進める。 

●数値目標：県民所得全国平均の1.25倍以上など3項目(再掲１) 重要業績評価指標(KPI)33項目(内再掲12) 

(1)東三河地域の振興等  KPI 6(再掲5)(2)三河山間・三河湾の島々の振興 KPI 9(再掲6)  
(3)持続可能で活力あるまちづくり  立地適正化計画、SDGｓプログラムなどKPI 14(再掲1) 

・集約型まちづくり、商店街、公共交通ネットワーク、ICTの利活用 

・持続可能なエネルギー社会の構築・地球温暖化対策の推進、愛知県SDGｓ未来都

市計画など生物多様性保全、循環型社会の形成、環境首都あいちの担い手育成、

地産地消の推進や都市と農山村との交流等・公共施設等の適切な維持・管理等 

(4)地域間連携・広域連携の推進  KPI 1 ・連携中枢都市圏、広域連合等の研究  
(5)地域の自主性・主体性の発揮  KPI 3 ・地方分権改革、国家戦略特区等  

４．総合戦略の推進に当たって 
 
(1)多様な主体との連携  
(2)国の制度・施策の活用  
(3)総合戦略の進行管理 

 

 

 

 

6 月補正では国から莫大な国庫支出金が                       降りてきました。今回のコロ

ナ禍では地方分権の重要性、国と地方の関係を改めて考えさせられます。申し訳ありません。慰労金など対象施設(従事者)

や規模など全て公平とはいきませんがそれでも…未来へつづくまちづくりへ一生懸命働きます。愛知県議会議員 鈴木じゅん 

いなざわ夏まつり等 

総合防災訓練 

9 月の敬老式 

11 月のそぶえイチョウ 

黄葉まつりも中止です 

基本目標④ 結婚・出産・子育て環境づくり 

基本目標⑤ 暮らしの安心を支える環境づくり 

基本目標⑥ 活力ある地域づくり 

ワーク・ライフ・バランス推進する 

ファミリー・サポート企業 

医 療 介 護 

住まい 

生活支援・介護予防 

地域包括ケアシステムの姿 

5 月、6 月に引き続き第 2 期愛知県まち・ひと・しごと創生総

合戦略(計画期間 2020～2024 年度)の概要のレポートです。 

が、今年は土用の丑の日が 7 月 21 日と 8 月 2 日の 2 回です       Think and Positive!ポジティブに考えて生きよう! 

 

■環境大臣賞受賞 

昨年愛知県環境保全関係功労者表彰を

受賞された NPO 法人祖父江のホタルを

守る会(山内会長)さんが多年にわたる地

域在来のヘイケボタルの保護事業や自

然観察会などの普及啓発活動を通じた

地域環境美化の推進への貢献により環

境大臣表彰(地域環境美化功績者表彰)

を受賞されました。  
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